
 

  

 

 

 

 

自分たちで決めたことを，自分たちで実行していこう  第 1回児童総会より 

先週の金曜日（１７日）の３，４校時に令和６年度の第１回児童総会が行われました。事前に児童会本部か

ら提案があった議案書をもとに各学級で話し合いが行われ，その話し合いの結果を全校児童で確認し，本年度

の活動方針を決定しました。 

当日の会のようす（写真）は，すでにホームページの「学校のひろば」でお伝えしてありますが，話し合わ

れた内容について，詳しくお伝えすることはホームページ上ではできませんでした。子どもたちが自分たちで

原案を考え，自分たちの生活をよりよくしていくために取り組むことですので，その内容を保護者の皆様にも

知っていただくことがとても大切だと思い，今回は児童総会の資料から抜粋し，今年度の児童会スローガンと

活動方針，具体的な取り組みを紹介させていただきます。 

 

１ 令和６年度児童会スローガン 

みんなの絆で輝かせよう おが小スマイル 

２ ３つの目標 

（１）あいさつスマイル 

   気持ちのよいあいさつがあふれる学校へ 

（２）協力スマイル 

   みんなで協力し合い，絆が深まる学校へ 

（３）仲良しスマイル 

   お互いのことを知り，仲が深まる学校へ 

 

３ 具体的な取り組み 

（１）あいさつスマイル 

     ①にこにこあいさつ 

      「にこにこあいさつカード」を使ったあいさつ運動への取り組み 

     ②ありがとうチャレンジ 

      相手に心を込めて「ありがとう」を伝える取り組み 

（２）協力スマイル 

     ①脱出おそうじマップ 

      そうじに関わる目標が書いてある無人島の地図を使ったそうじへの取り組み 

     ②たてわり遊び 

      学期に１～２回，たてわり遊びを行う  １２月にはゲーム集会を行う 

（３）仲良しスマイル 

     ①みんなのスマイル掲示 

      Googleサイトを使った児童会活動や各学年の活動の紹介 
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 今年のスローガン「みんなの絆で輝かせよう おが小スマイル」は，校長が

子どもたちに呼びかけている「スマイルいっぱいの学校づくり」とリンクした

目標になっています。学校の目標と児童会の目標が同じ方向を向いていると，

子どもたちにも分かりやすく，取り組みの成果が期待できます。児童会でも

「スマイルあふれる学校づくり」を目標にしてくれたことは，校長としてもと

ても嬉しいことです。 

 また，今年の具体的な取り組みを見てみると，取り組む内容は前年度までの

取り組みを踏襲しているところが多くありますが，カードやマップなどを使

って目標を可視化し，目に見える形で具体的に取り組む内容を示し，評価でき

るようになっているところが大きな特徴となっています。スマイル掲示板は昨年度から始めた取り組みです。

写真やコメント等を掲載するのは掲示物をつくるよりも簡単にできるので，とてもよい試みだと思います。掲

示板を見るためにはクロームブックを使うというひと手間がかかりますが，ＧＩＧＡタイムで見る時間を取

るなど，工夫も見られます。せっかく作ったものなので，保護者の皆様にも見ていただけるような工夫ができ

ればいいな，と思っています。     児童総会の議案書は，本日の「学校のひろば」に掲載しました。 

 

ちょっと堅苦しい話になりますが，小学校学習指導要領には児童会活動の目標について，以下のように記さ

れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本校の児童会の目標や具体的な取り組みも，この学習指導要領の記述に沿って作られています。難しいこと

が書いてあるような気もしますが，平たく言うと「自分たちの生活をよりよくするために，自分たちでできる

ことを決め，決めたことをみんなでやっていく（守っていく）」ということなのだと思います。 

 今回の児童総会で決めたことをみんなでしっかり取り組み，小笠原小学校にたくさんのスマイルが輝くこ

とを期待しています！ 

 

 

 

 

 

先日，家の整理をしていたら右の絵を見つけました。この絵はもう３０年以上前に私が担任した中学生 

が，学園祭の担任の似顔絵コンテストの時に描いてくれたもので，当時の私のあだ名にちなんで「シロ 

クマ」がモチーフになっているそうです。前校長先生のゴリラのように，これから学校通信で使ってい 

こうかなぁ…と思っています。可愛がってあげてください。 <(_ _)> 

異年齢の児童同士で協力し，学校生活の充実と向上を図るための諸問題の解決に向けて，計画を立て役

割を分担し，協力して運営することに自主的，実践的に取り組むことを通して，以下の資質・能力を育成

することを目指す。 

 

（１）多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となることについて理解し，行

動の仕方を身に付けるようにする。 

（２）集団や自己の生活，人間関係の課題を見いだし，解決するために話し合い，合意形成を図ったり，意

思決定したりすることができるようにする。 

（３）自主的，実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして，集団や社会における生活及び人間

関係をよりよく形成するとともに，自己の生き方についての考えを深め，自己実現を図ろうとする態

度を養う。 

先日，1年生の先生が「この前，ひらがなのすの勉強をしているとき，すのつく

言葉集めをしたら，子どもが『すまいる』を出してくれましたよ」と教えてくれ

ました。そんなことがとっても嬉しかった校長です。 


